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 森林組合PR事業を全県で行っています。
SBCラジオでＪフォレストＣＭを放送します。

飯山市菜の花公園・第67回全国植樹祭県民植樹が5月21日に行われました。

本所で育てている苗木(苗木のホームスティ)



第15回通常総代会を開催しました。

平
成
28
年
４
月
23
日
（
土
）
に
飯
山
市
文
化
交
流
館

「
な
ち
ゅ
ら
」
に
お
い
て
第
15
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
代
総
数
２
０
０
名
の
う
ち
本
人
出
席
92
人
、
書
面

出
席
84
人
、
合
計
１
７
６
人
の
出
席
で
、
総
代
会
議
長

に
飯
山
地
区
選
出
総
代
の
金
崎
和
昭
さ
ん
を
選
出
し
て

議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
９
議
案
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
で
は
、
新
た
な
系
統
運
動
が
決
定
さ
れ
、

平
成
32
年
度
末
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
以
来
の
損
失
金
処
理
を
行
い
ま
す
。

平成 27 年度は春先の積雪の影響や保育事業の減

少、利用事業の不振など厳しい経営状況の中、職員と

技能職員の賞与を削減するなどし、経営の安定に取組

んできました。しかし、予期しなかった寡雪によって、

収益が大きく減少し、最終的には税引前で 21,870 千

円の当期損失となってしまいました。

このような状況の 1 年でしたが､ 系統運動の森林

組合活動 21 世紀ビジョン・3rd ステージの最終年度

であり、３月には作業システム構成で高性能林業機

械 15 台の配備が完了し、林産事業 ( 間伐 ) で目標の

21,000㎥に対し 20,780㎥、低コスト林業の確立で

は、生産コスト ( 間伐 ) で目標の 6㎥ / 人・日を達成

するなど、当組合の系統運動は目標を概ね達成するこ

とができました。

損失金処理としては、前期繰越剰余金が 18,968 千

円ありますので、平成 27 年度未処理損失金は 3,604

千円となります。

そして法定準備金が満額（出資金の 2 倍）となって

いることから、脱退による出資金減少額の倍にあたる

額の 585 千円が戻入となり、損失金処理額は 3,019

千円となります。

これを、任意積立金（損失補填積立金）280,000

千円の中から同額を処理し、次期繰越剰余金は 0 円

になります。
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山
ノ
内
町
よ
ま
せ
活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
山
ノ
内
支
所
、
木
島
平
村
役
場
内
に
あ
る
木
島
平
支
所
、
野
沢
温

泉
村
役
場
内
に
あ
る
野
沢
温
泉
支
所
と
飯
山
支
所
（
利
用
事
業
室
と
併
設
）
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
３
月
31
日
を
以
っ

て
各
１
名
い
る
事
務
員
を
な
く
し
、
４
月
１
日
か
ら
組
合
員
事
務
を
本
所
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
、
野
沢
温
泉
村
虫

生
に
あ
る
物
産
セ
ン
タ
ー
「
ね
ん
り
ん
」
に
つ
い
て
、
当
年
度
の
営
業
を
以
っ
て
村
に
返
還
す
る
こ
と
を
理
事
会
で
決

定
し
、
組
合
長
か
ら
総
代
に
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
４
月
１
日
に
組
合
員
事
務
を
本
所
に
統
合

―　

ね
ん
り
ん
運
営
は
当
年
度
営
業
を
以
っ
て
村
に
返
還　

―

組
合
長
挨
拶
要
旨

昨
年
は
大
北
森
林
組
合
の
補
助
金
不
正
受
給
が
発
覚
し
、
大
き
く
報
道
さ
れ
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
心
配
や

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
組
合
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
職
員

一
同
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
構
築
等
責
任
を
明
確
に
し
、
不
祥
事
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
支
所
の
統
合
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
長
年
支
所
で
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
仕
事

が
本
所
に
集
中
し
て
お
り
、
29
年
４
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
支
所
を
本
所
に
統
合
す
る
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
ね
ん
り
ん
に
お
き
ま
し
て
も
組
合
で
運
営
を
受
託
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、

今
後
は
村
で
や
っ
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

27
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
搬
出
間
伐
に
お
き
ま
し
て
路
網
の
整
備
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
ア
ッ
プ
等
に

よ
り
生
産
性
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の
多
額
な
固
定
資
産
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
森
林
整
備
等
の
事
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
の
投
資
で
あ
り
、28
年
に
は
成
果
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
情
報
解
析
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
自
分
の
山
が
わ
か
ら
な
い
、
境
界
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
問
題
に
対

応
で
き
、
ま
た
、
航
空
計
測
デ
ー
タ
等
先
進
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
効
率
的
な
素
材
生
産
の
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
功
績
に
よ
り
、
昨
年
は
長
野
県
ふ
る
さ
と
森
林
づ
く
り

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
今
年
の
決
算
で
す
が
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
欠
損
金
に
な
り
マ
イ
ナ
ス
３
６
０
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
28
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
境
界
明
確
化
・
間
伐
を
主
力
に
し
、
受
託
事
業
・
販
売
事
業
等
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
。
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
安
心
・
安
全
の
職
場
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
の
６
月
５
日
は
長
野
市
で
52
年
ぶ
り
に
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
日
に
は
こ
の
会
場
で
林
業
後
継
者
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
５
月
21
日
は
県
民
植
樹
祭
が
飯
山
市
菜
の
花
公
園
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
大
勢
の
方
の
参
加
を

お
願
い
し
、
提
案
し
た
全
議
案
に
つ
い
て
承
認
決
定
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
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平
成
28
年
度
は
新
た
な
系
統
運
動「
Ｊ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
森
林
・
林

業
・
山
村
未
来
創
造
運
動  

～
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創

る
～
」が
始
ま
り
ま
す
。前
系
統
運
動
で
は
目
標
を
概
ね
達
成
し

て
お
り
ま
す
の
で
、新
系
統
運
動
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
の
取

組
み
を
継
続
し
、更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
期
系
統
運
動
お
よ
び
組
合
中
期
計
画
で
は
、更
な
る
木
材

生
産
量
増
産
と
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ
し
、技
術
力
向
上
と

技
能
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

施
業
集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
境
界
明

確
化
デ
ー
タ
と
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
、よ
り
精

度
の
高
い
事
業
計
画
と
木
材
生
産
計
画
を
作
成
し
、安
定
し
た

経
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

団体の部
　犬飼福島森林保護組合　様　　出材量1,254㎥

個人の部
　中野市　　　田川一二　様　　出材量1,910㎥

平成27年度木材生産量20,780㎥
・・・・初めて年間20,000㎥を超える・・・・

昨年３月に高性能林業機械の配備が完了したことと、現場の生

産性向上により民有林の受託林産では16,569㎥を生産するこ

とができました。これに国有林の生産請負で4,211㎥を生産し、

民有林と合わせると年間の木材生産量は20,780㎥となりまし

た。合併当初の生産量の10倍となっています。

総代会では、平成２７年度の受託林産事業において、素材生産

の取扱量が特に優れていた、団体および個人の表彰を行ってお

り、左表の２名の方に感謝状と金一封が贈られました。

また、職員へは、全国森林組合連合会の永年勤続表彰の伝達

が行われ、造林班の笹岡義博さんに表彰状と記念品が贈られま

した。

平成27年度受託林産事業素材生産量第1位

平
成
28
年
度
の
取
扱
計
画
は
、収
益
３
億
６
８
１
９
万
円
、受

託
販
売
５
０
０
万
円
、受
託
林
産
１
億
５
０
０
０
万
円
、受
託
森

林
整
備
１
億
５
０
０
０
万
円
で
合
計
６
億
７
３
０
０
万
円
程
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、境
界
明
確
化
事
業
は
順
次
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
お

り
ま
す
。組
合
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
事
が
最
終
目
標
で
す
が
、全

域
を
行
う
に
は
20
年
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。計
画
で
は
整

備
の
必
要
な
人
工
林
地
域
を
優
先
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
事
業
計
画

新
系
統
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
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平
成
27
年
度
の
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
で
大
賞
が
決
定
し
ま

し
た
。 

１
月
15
日
に
県
庁
講
堂
で
表
彰
式
が
あ
り
、中
島
恵
理
副
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、平
成
17
年
に
い
く
つ
か
あ
っ
た
林
業
関
係
の
賞
を
一
つ
に
ま
と

め
る
形
で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、社
会
全
体
の
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
を

健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
、県
民
の
主
体

的
な
参
加
の
下
で
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
制
定
さ
れ
た「
長
野
県
ふ
る

さ
と
の
森
林
づ
く
り
条
例
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、森
林
・
林
業
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
た
め
、そ
の
振
興
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
に
賞
を
贈
り
、そ
の
功

績
を
称
え
る
も
の
で
す
。

県
下
の
森
林
組
合
で
初
の
受
賞

本
賞
は
田
中
康
夫
知
事
時
代
に
創
ら
れ
た
も
の
で
、こ
れ
ま
で
県
下
各
地

の
個
人
や
林
業
関
係
団
体
が
表
彰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

森
林
組
合
で
森
林
整
備
を
行
う
の
は
、業
と
し
て
あ
た
り
前
の
こ
と
で
あ

り
、森
林
組
合
が
賞
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
う
し
た

中
で
、当
組
合
の
先
進
的
な
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、森
林
組
合
と
し
て
初
め
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平成２７年度長野県ふるさとの森林づくり大賞受賞

森
林
組
合
活
動
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
・
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ

間
伐
生
産
量
・
間
伐
生
産
性
を
達
成
し
ま
し
た
。

中山組合長が受賞者を代表して謝辞
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今
年
も
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

５
月
３
日
、４
日
、５
日
の
３
日
間
、野
沢
温
泉
村
の
村
の
駅「
ね

ん
り
ん
」で
恒
例
の
子
供
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
間
多
く
の
皆
様
に
来
て
い
た
だ
き
、た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
の
冬
は
異
常
寡
雪
で
、毎
年
好
評
の
雪
山
で

の
ソ
リ
遊
び
が
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
菜
に
つ
い
て
は
、暖
か
な
気
候
が
続
き
、例
年
よ
り
も
早
く
出

て
い
る
よ
う
で
、種
類
も
多
く
出
さ
れ
、た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

今
年
も
季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
庁
か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定

２
月
２
日
付
で
消
防
庁
の
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
示
証
と
表
示
証
交
付
書

の
交
付
式
が
３
月
23
日
、岳
南
広
域
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
で
は
岳
南
広
域
消
防
組
合
の
組
合
長
で
あ
る
池
田
中
野
市
長
か
ら
、中
山
組
合
長
に
消
防
庁
の

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
と
表
示
証
交
付
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
に
は
昨
年
度
末
で
中
野
市
２
名
、飯
山
市
７
名
、木
島
平
村
４
名
、野
沢
温
泉
村
１
名
の
団
員
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。組
合
の
特
別
休
暇
制
度
に
は
、「
天
災
地
変
等
に
よ
り
消
防
団
員
と
し
て
出
動
を
要
請

さ
れ
た
場
合
」が
規
定
さ
れ
て
お
り
、火
災
等
有
事
に
対
し
て
も
特
別
休
暇
を
活
用
で
き
る
よ
う
、消
防
団

活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

昨
年
も
飯
山
市
３
件
、木
島
平
村
１
件
、野
沢
温
泉
村
１
件
の
特
別
休
暇
制
度
を
活
用
し
て
の
出
動
が
あ

り
ま
し
た
。

山
村
地
域
に
根
差
し
た
森
林
組
合
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村の駅ねんりんで「こどもまつり」
山菜まつり
６月19日
＊朝採りタケノコ有り

夏まつり
８月14・15日
＊�やきとり、焼きモロ

コシ等

秋の収穫祭
10月23日
＊�なめこ汁、季節農林

産物等

ねんりん感謝祭
11月20日
＊�野沢温泉産野沢菜販

売ほか

イベント予定

伊東消防長（当時）　中山組合長　池田市長　神田中野市消防団長
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地
域
山
林
の
紹
介
⑥

倭
財
産
区（
中
野
市
）

歴　

史

施　

業

倭
財
産
区
は
、
元
は
旧
倭
村
田
上
・
柳
沢
の
２
集
落
共
有
の
薪
炭

林
で
、
大
正
９
年
倭
村
に
統
合
の
後
、
昭
和
29
年
の
市
町
村
合
併
に

よ
る
中
野
市
発
足
時
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
財
産
管
理
者
を
中
野
市

長
と
し
財
産
区
管
理
会
を
設
置
し
て
地
元
の
意
思
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
倭
財
産
区
特
別
会
計
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
財
産
は
高

社
山
山
頂
の
北
西
に
広
が
る
１
６
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
で
権
利
集

落
は
田
上
・
柳
沢
・
岩
井
・
岩
井
東
の
各
区
で
す
。
林
内
に
高
社
山

登
山
ル
ー
ト
の
１
つ
が
あ
り
、
ル
ー
ト
沿
い
に
は
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
が
自

生
す
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
財
産
区
の
木
材
を
販
売
し
て
得
た
利
益
に

よ
り
、
倭
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費
用
や
倭
地
区
の
消

防
車
配
備
費
用
を
拠
出
し
ま
し
た
。
現
在
は
４
割
強
が

人
工
林
、
５
割
弱
が
天
然
林
、
そ
の
他
１
割
弱
で
、
人

工
林
は
ほ
ぼ
全
て
ス
ギ
に
な
っ
て
お
り
、
財
産
区
単
独

で
所
有
す
る
も
の
や
、
市
行
造
林
・
森
林
総
研
と
の
分

収
造
林
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
よ
り
田
上
地
区
の
山
林
に
つ
い
て
、
森

林
経
営
計
画
を
樹
立
、
集
約
化
施
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
に
倭
財
産
区
の
ス
ギ
林
の
利
用
間
伐

を
実
施
、
急
峻
な
地
形
な
が
ら
利
益
を
確
保
し
、
精
算

金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
道
を
開
設
し

て
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
る
こ
と
で
、
利
益
が
見
込

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
田
上

地
区
の
森
林
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ヒカリゴケ

倭ルート・赤岩ルート合流点
胴結場

利用間伐後の倭財産区有林

▲
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本　　所	 〒383-0061　中野市大字壁田938番地1
	 TEL 0269-38-0371(代)	 FAX 0269-23-5350
利用事業室・飯山支所	 〒389-2255　飯山市大字静間383番地14
	 TEL 0269-62-8111	 FAX 0269-62-8111
山ノ内支所	 〒381-0405　山ノ内町大字夜間瀬6819-1
	 TEL 0269-33-8665	 FAX 0269-33-8678
木島平支所	 〒389-2302　木島平村大字往郷973-1
	 TEL 0269-82-3123	 FAX 0269-82-3123
野沢温泉支所	 〒389-2592　野沢温泉村大字豊郷9817
	 TEL 0269-67-0454	 FAX 0269-85-3803
ねんりん	 〒389-2613　野沢温泉村大字虫生2383-1
	 TEL 0269-85-4441	 FAX 0269-85-4441
直売所（冬季間休業中）	 TEL 0269-85-4141	 FAX 0269-85-4141

カヤの平国有林の「竹の子採取券」の販売について

編集後記
今年も年 3 回の発行を計画しております。昨

年から某森林組合が世間を騒がせていますが、
当組合では組合の見える化に努めており、広報
紙とホームページにより、透明性のある発信をし
ております。

また、ローカル紙などにも情報提供をして、多
くの皆様に組合情報を発信しております。

今年もより良い広報誌としてまいりますので、
よろしくお願いいたします。

中野・飯山・山ノ内の組合員向けに期日指定前売り券を販売します。

昨
年
か
ら
、長
野
市
に
あ
る
小
林
多
男
商
店
と

笹
の
葉
の
取
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
飯
山
支
所
で
２
名
の
方
か
ら
出
荷
が
あ

り
、３
万
２
千
枚
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
買
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
中
で
笹
の
葉
を
採
取
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
支
所
・
本
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

出
荷
の
仕
方
は
、６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、新

葉
だ
け
を
摘
ん
で
50
枚
を
一
束
と
し
て
輪
ゴ
ム
で

束
ね
て
出
荷
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常
温
で
は
日
持
ち
し
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
日
の

う
ち
に
飯
山
支
所
に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。な
お
、そ
の
際
に
状
態
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

買
取
価
格
は
１
枚
２
円（
昨
年
と
同
額
）で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、ぜ
ひ
組
合
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

笹
の
葉
の
買
取
り
に
つ
い
て

組
合
で
買
取
し
ま
す
。

当
日
券
２
５
０
０
円
、前
売
り
券
２
０
０
０
円

カ
ヤ
の
平
国
有
林
の
竹
の
子
採
取
が
５
月
28
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。当
組
合
で

は「
竹
の
子
採
取
券
」期
日
指
定
券（
当
日
券
）の
前
売
り
券
を
中
野
市
、飯
山
市
、山

ノ
内
町
の
組
合
員
を
対
象
に
販
売
し
ま
す
。

当
日
券
２
５
０
０
円
を
前
売
り
券
２
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。販
売
時
に
採
取

日
を
記
入
し
た
券
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、採
取
日
が
荒
天
等
で
採
取
が
で
き
な
い
場

合
で
も
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、天
気
予
報
等
を
見
て
採
取
日
を
確
定
の
上
で
、

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

販
売
は
本
所
・
支
所
で
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

森
林
組
合
で
の「
竹
の
子
採
取
券
」の
販
売
は
、旧
木
島
平
村
森
林
組
合
と
野
沢

温
泉
村
森
林
組
合
で
行
っ
て
い
た
も
の
で
、地
元
の
国
有
林
で
の
採
取
権
を
森
林
管

理
署
か
ら
組
合
が
買
い
受
け
て
、組
合
員
と
地
元
住
民
に
手
数
料
を
い
た
だ
い
て
、

シ
ー
ズ
ン
採
取
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
地
元
の
方
の
古
く

か
ら
の
入
会
権
的
な
権
利
を
尊
重
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、合
併
後
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
。

【 豆知識 】　民有地と国有地
明治政府は、1873年（明治６年）の地租改正に

より全ての民有地に地租を賦課するため、全国
の土地について実地調査を行いました。

これは、土地課税を年貢制から地租制（税制）
に変えるため、課税対象となる民有地を確定す
るために行ったものです。

1874年（明治７年）には太政官布告「改正地所
名称区別」により、民有地と官有地（国有地）を明
確にし、地租の対象となる民有地の所有者を確
定しました。

この時、山林にあっては経済的に利用されてい
るかが判断基準にされました。竹を採取して竹細
工を作って商いをしていたなどの理由で民有地
となった山林もあれば、山菜を採取して自家用と
して消費しているだけの山林は国有地となって
しまいました。

現在、カヤの平は国有林となっていますが、地
元の皆さんにとっては、古くから山菜を採取して
いた山林であり、そうした権利を有しているとい
う思いがあります。


